堤の 白 明 

野菜 を 積んだ 馬車 を 駆って、 朝 毎に 遠い 町の 市場へ 

通 ふの が 若者の 仕事だった。 

村 を 出 はづれ ると、 白い 川の 堤に 沿って 隣り の 村に 

入り、 手お し 車なら ば その ま、 堤づた ひに 真ッ すぐに 

また 次の 村に 入れる の だが、 その あたりから 道が 急に 

狭くな つて ゐ るので、 馬車 だと 迂回して、 鎮守の森の 

裏手から、 村 宿 を 通り抜け、 鍛冶屋と 水車小屋に、 朝 

の 挨拶 を かけて、 橋 を 渡る のであった。 

「お前の 槌の 音が 聞え ると、 タイ キ (馬) は、 きっと 



と 叫んで、 振り向き もせずに 龃け 抜ける やうに して 

ゐた。 

と、 屹度、 娘 も、 槌を 止めて、 何 か 云った。 —— 「ヒ 

ップ！ ヒップ！」 と、 口笛の やうな 声 をお くる こと 

もあった。 

「靴 を 買って 来て お呉れ！ そら、 お金よ ご など、、 

K け 寄って 来て、 若者の 胸先き に 財布 を 投げつ ける こ 

ともあった。 

「ォ— ライ！」 

と、 云へ る こと、、 云へ ぬ こと、 があった、 若者 は 

II 。 だが、 娘からの 頼み を 忘れた こと はない。 



三つの 村 を 通り、 二つの 橋 を 渡った 後に 漸く 若者の 

馬車 は巿 場の ある 町に 着く のであった。 

…… 夏 だと、 白い 川の 堤に 差し か、 つた 時分に 夜が 

明ける のがなら ひだった。 屹度、 そこで 白々 と 空が 明 

るくなる のが 常だった。 そして 若者の 胸に、 娘の 映像 

が はっきりと 現れ 出す のが 例だった。 —— 白い 川の 堤 

を、 ゆた/ \ と 進みながら、 娘の 白い 幻 を あざやかに 

空に 描く のが、 若者の 秘 やかな 悦びだった。 

曙の 薄明り の 中で 若者 は、 娘 を 堅く 抱き締めた。 

明 方の 白い 川で ある。 若者 は、 寝屋の 夢で も屢々 こ 

の 堤 を 見た。 御者 台に 娘と 肩 を 組んで 並びながら 堤 を 



てゐ ようと も、 妾の 心 は あらゆる 輝かし さに 満ち 溢れ 

てゐ るから、 この 上もう、 何ん な 言葉 も 要らない。 勇 

ましい 姿の ァハヴ よ。 橄欖の 冠 は 必ず 汝の 頭上に 落ち 

る だら う、 ゼウスに かけて 妾 は 疑 はぬ ご 

若者 は、 白い 川の ほと リを 進みながら、 こんな 言葉 

を 声 を あげて 朗読した。 遠い昔、 ギリシャ のこと、 パ 

ン アテナイ ァ 祭の 戦車 競技に 出陣す る 勇士と その 恋人 

の 物語で ある。 

若者 は、 一行 読んで は 書物 を 胸に 抱き、 空 を 仰いで 

恍惚と した。 白い 川の せ、 ら ぎの 音が、 群集の ざわめ 

きで V も あるかの やうに 颯爽と 若者の 耳に 伝 はった。 



若者 は、 震へ 声で 朗読した。 若者 は、 思 はず 御者 台 

に 立ち あがって、 空に 向って 拳 を 振った。 

「 一 散に II 行け、 行け、 行け！」 

若者 は、 パン アテナイ ァ 祭の 戦車 競技に 選ばれた 幸 

福な、 そして 悲愴な ァハヴ の 心 を 心と してし まった。 

—— ほのぼのと 明け放れた 朝霧の 中で、 若者の タイ キ 

は 花々 しい 嘶き を 挙げて 快走した。 

その まゝ 鍛冶屋の 前 を龃け 抜けて しま ふ 決心だった 

から、 

「寄って つて 頂戴！」 

娘が タイ キの轡 をと つた。 口 ー タス を、 いっか 若者 



娘が 他所 行の 着物に 着換 へて、 赤い 帯 を 締めて 仕事 

場に 現れて 来た 時には 若者 は、 ジョッキの 酒 を 皆な 空 

にして ゐた。 若者 は、 酒 を 口にした こと は 殆ど 験し が 

なかった が、 綺麗な 仕事 を 眺めて ゐる うちに 奇態な 有 

頂 天 を 覚えて、 うか/ \ と 飲み 尽 してし まった のに 気 

づ いて 吾ながら 吃驚り した。 

「ぢゃ 出掛けよ うか —— 」 

若者 はさう 眩いて 立ち あがって 見る と、 頭が 風船の 

やうに 軽く フワく として、 何だか 酷く 愉快な 気がし 

た。 



若者 は、 外の 馬車 を 指さして 娘に 云った。 

「生で 好かったら 何でも ある ぜ —— 」 

「キャベツ をむ しって、 ソ— スを かけて 喰べ ようか I 

I」 

「キヤべ ッ なら 素晴らし いのが ある！」 

若者 は 車に 蚯け 寄った。 

「そうら 斯ん なのが！」 

「それ、 一 ついくら なの？」 

r 戯談ぢ やない！」 

「 い ゝ え —— 。 キャベツの お土産 ぢ や 具合が 悪い かし 

ら？」 



「いや/^ 」 

と 若者 は 慌て ゝ手を 振った。 「お土産なら 果物が い 

ろ/ \ ある。 あげる よ/^!」 

「ぢ や、 何でも 沢山 頂戴 —— 。 あとで 車に 乗って から 

で 好い わご 

若者 は 無暗に 嬉しかった。 

「ね、 その か はり、 今度、 タイ キの 馬蹄 を あたしが つ 

くって やる わご 

「そいつ は 好い な！」 

と 若者 は 頓狂な 声で 叫んだ。 

—— 若者 は、 自分 も 鍛冶屋に なること を 空想した。 



若者 は 妄想 を 退けよう としたが、 それから それへ 花 

やかな 雲の やうな 繰言が むく/ \ とわき あが つて 来て、 

おさへ きれさう もなかった。 そして、 凝つ と 腕 組 をし 

て 息を殺して 見る と、 小屋 全体が 徐ろに 揺れて、 宙に 

浮び あがって 行く 通りに 思 はれた。 —— どんなに 揺れ 

て も、 火の ま はりで 談笑して ゐる 三人が、 ありの ま、 

の 姿で くつろいで ゐる のが、 馬鹿に 奇妙だった。 

若者 は、 気が 遠くな りさう だった。 —— どうして 好 

いの か？ 何 を どうして 好い のか 9 斯う 心 持が、 

にぎやかで、 面白く、 そして、 胸が 激しく 鳴る の は、 

面白さから でもない やうな —— 悲し 気な 心地が したり 



何 かして、 このま、 凝つ とし 続けたら 昏倒で もして し 

まひ さうな 不安に 襲 はれたり した。 

「お前さん は 強い。 これ だけ 飲んでも ビク ともしない 

の は、 さすがに 若い者 だな —— ミヤ ッで ひとつ 今晩は 

大 振舞 ひ を やら うぢ やない かね ご 

「 …… 強いの だか 1 -」 

弱い の だか？ 自分に は 解らない —— と 若者 は 云 は 

うとした が、 弱い！ と 云 ふの も 何だか 具合が 悪い や 

うな、 また、 強い！ など、 云 ふの も 自慢 見たい な！ 

それから、 酒飲みの やうに 思 はれたり する の も 口惜し 

い 見たい な— いろくと 若者 は、 止め 度 もない 



気お くれが したりして、 焦れたかった。 

若者 は、 激しく 頭 を 振った。 —— 白い 川が 現れた。 

娘と 自分が 御者 台に 並んで 堤 を 進んで ゐた。 …… ミル 

ク 色の 朝霧の 中で 若者 は 娘に キスした、 —— 五体が 忽 

ち 底な しの 硝子 管 見た いなもの、 中 を 急転直下して 行 

く かの やうな 怖ろ しく 甘い 寒さに 縮み あがった。 

「ァ ハヴは 腰の 剣を抜き 放っと、 天 を 指して 高唱 した _ 

—— 口 ー タスよ、 別れ だ！」 

「え？ 何う したの 」 

と 娘が 眼を視 張った。 口のう ちで 眩いた つもり だつ 

たが、 口に 出た のか？ と 若者 は 気づいた が、 ァハヴ 



と 口 ー タスの 別離の 場面が まざまざと 眼の 先に 展開し 

はじめて、 若者 はた > 呆然 として ゐた。 

「あ、、 さう、 読んで ゐる 本な の？ 面白い？ 途中 

で 話して！」 

娘 は バスケット を さげて 立ち あがった。 

r ぢゃ、 頼みます わご 

一 一人が 御者 台に 並ぶ と 父親 は タイ キの轡 を 離した。 

いっか 日 は 高く あがって、 飽くまで も 明るく 真ッ直 

ぐな 街道が 水々 しく 光って ゐた。 遥かの 行 手に ある 橋 

は 云 ふまで もな く、 その 先の 小山の 麓の 村から 立ちの 

ぼる 細い 煙まで が、 莨 の 煙りの やうに 青い 空に 消え 



た。 

「道々 にこの 花片 を 撒きた まへ。 …… 夢にも 後 を振リ 

むく ことなしに、 この 瑠璃色の 朝 陽を衝 いて、 さあ、 

一 散に 発ちた まへ。」 

若者 は 諳誦した。 

「あの 本の 話 をして —— 」 

「ァ ハヴは —— 」 

と 云った > けで 若者 は 喉が 塞った。 そして 吾 知らず 

タイ キに鞭 を あてた。 タイ キは 一 散に 龃け 出した。 

「ァ ハヴは 不幸 だ。 俺 は 何処まで も 二人 だな …… 。 祭 

りへ 行く の だ、 パン アテナイ ァの 祭りへ！」 



若者 は 夢中で 叫んで 唇 を 鳴し、 空に 朗らかな 鞭 を 鳴 

した。 

「あ、 ッ、 速い！ 面白い な —— 」 

と 娘 は 若者の 腕 をつ かんで 叫んだ。 

「面白い？ そんなら 明日から、 毎日 あの 白い 川の ほ 

とり を —— 。 あの 堤の 夜明け 時なら …… 」 

若者 は、 もう 少しで そんな こと を 云って しま ふと こ 

ろだった。 若者 は、 陽 を 余りに まぶしく 感じて、 更に 

物々 しく 鞭 を 振った。 

「お— い。 キャベツが ごろく 転げ落ち てるよう。 待 

つて 呉れ/ \ ！」 
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